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1･ Pt(111)表面に吸着 したNO分子の昇温脱離

2. 光音響インパルス応答の金属及び半導体材料評価-の応用

3. プラズマを光源 とした新 しい分光分析

4･ Rb｡.5(NH4)0.5H2f'04混晶中のP04の内部振動モー ド

5. Lisp並列処理マシンの効率向上とメモ リ構成に関する研究

6.半導体超格子のラマン散乱における波数ベク トル依存性

7. ゼ-マン型及び非ゼ-マン型周波数安定化 レーザ装置

8. 分割鏡を用いた相関光学系によるハイブ リッド型0Ⅰ'Al｣Sの試作

9. 吸光 ･蛍光同時マルチチャネル分光システムの開発

10. 局所統計量を用いた光学顕微鏡 3次元画像計測

ll. 式の計算過程で発生する誤 りのモデル化

12. コンパクト中性粒子 ビーム入射装置の開発

13. サブミリ波帯超伝導 ミキサーの研究

14. ラマン精密測定による半導体材料の評価

15.二次元位相パ ターン検出型光熱分光法の研究

16.相互想起型連想メモ リモデルの処理システム-の応用に関する研究

17.擬似位相共役素子の分光分析-の応用

18. EVLISマシンの動的な並列処理制御に関する研究

19.類推,帰納の概念を導入 したスクリプ トの利用と再構成
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20.抽象データ型に基づくテス ト容易性を取 り入れたプログラム開発とテス ト支援ツール

21. 局部発振光源に関する基礎研究

22.統語解析と意味解析を融合 した中国語文の解析

23. 多状態システムにおけるモジエールについて

24. Kullback情報量に基づくモデル識別のための入力設計

25. フィッシャー情報率行列を用いた低次元化手法

26. ｢重い電子系｣の低温における性質

27. ScanningTunnelingMicroscopeの試作と金微粒子の観察
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28.顕微試料における吸収 ･位相分布の分離計測

29. インコヒーレント光学系を用いたハイブリッド高速パ ターンマッチング

30.金属表面による原子 ･イオンの散乱過程での電荷交換

31.高分解能電子線ホログラフィ-顕微鏡の研究

32.位相分解二次元蛍光分光測光法に関する基礎研究

33.拡張された リアプノフの方法による漸近安定性の研究
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榎 本 聡

昇温脱離スペク トル(TDS)は固体表面の吸着子の状態を反映するものだが,本研究では吸

着子の状態を記述するのに格子気体モデルを用い,絶対反応速度論に従ってTDSの記算を行

った.特にNO/P.(111)系ではNO分子の吸着位置が被覆率の減少に伴って,on-tわpsite

からbridgesite-変化 してゆくことを考慮すると, TDSに見られる高温側のピークの特

徴的形状が説明できることがわかった｡

2.光音響インパルス応答の金属及び半導体材料評価-の応用

大 原 泰 明

本研究では金属及び半導体材料の光音響信号のインパルス応答を相関法を用いて測定 し,そ

れを理論 と比較 した｡その結果インパルス応答から熱拡散率が求まることやクラックの検出が

可能なことがわかった｡またシリコンのキャリアの寿命や表面再結合速度が推定できることも

わかった｡
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